
第６期恵庭市総合計画 分野別まちづくりワークショップ
子育て・教育分野

日時︓令和６年８月２６日（月）10︓00〜12︓00
場所︓恵庭市民会館 大会議室

恵庭市を取り巻く環境について共有を行い、各分野の「恵庭らしさと、１０年後のまちについて」、
「１０年後のまちにむけて私達ができること」、「持続可能なまちのために」をテーマとし、
ワークショップを行いました。１２名の市内各種団体の皆様にご参加いただきました。
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Ａグループ ・１０年後の恵庭市について、子育て、
あたたかいまち

・多様性、障がい者向け子育て、エスコン、
ラピダスで外国人の労働人口も増えて
いく

・多様性が求められる。違う文化でも地域
でも理解やサポートが必要で求められる
ので、そういった姿であってほしい

・公園が新しくつくりかえられているが、
柵がなくてボール遊びができない等だと、
住んでいる人たちとのニーズとマッチ
していない

・学校・企業・行政が連携していけたら
・まちのコーディネーターがいると良い
・私たちができることとしては、継続的な
活動によりつながりを持てる

・様々な人と関わることにより、ニーズを
知れる

・ラインやＳＮＳを通して、アカウントが
あるが、活用できていない

・持続可能なまちのためには、
①地域連携の新しい取り組み、既存の
システムを見直す
②市民活動を継続しているところも有志
でやっているところをサポート
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Ｂグループ

・こどもたちが遊べる場所が少ない
・１０年後としては、人が集える場所
が出来てくると良い、移動図書館で
集まれる

・専門家の派遣 コロナでサークル
活動もなくなってしまった

・情報共有をＩＣＴ化してくると
大学等との連携も考えられる

・近所等の身近にある施設があると
良い

・ちょっとだけゆるくつながっている
状態だと良いのではないか
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まとめ

・恵庭は人のつながりが良い
・子育てに限らず、幸せに暮らす
・高齢者と子どものつながり、学生
さんと子どものつながり、外国人
へのサポート

・情報発信については、どちらの
グループでも出てきていた

・子どもの遊べる場所、自由に
遊べる場所があると良いし、その
場に行けないということが無い
ようにボランティアの送迎等が
あると良い

・理学療法、作業療法等の専門家が
派遣されることで学びが深まる

・つながりベースで集まることが
気軽にできるようになると良い

・分担できるものは業者委託しよう
というところは持続可能という点
で良い
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